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前列左から 齋藤さん、土方さん、金子さん、後列左から須山さん、佐々木さん、佐藤さん

「国体でも頑張ります」と佐貫さん

左から 佐々木さん、土井さん

　

新
潟
・
富
山
・
石
川
・
福
井
・

長
野
の
各
県
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
「
２
０
１
２
北
信
越
か
が

や
き
総
体
」
の
ボ
ー
ト
競
技
と

陸
上
競
技
で
、
本
荘
高
校
女
子

端
艇
部
と
陸
上
部
・
佐
貫
成
啓

さ
ん
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
土
方
彩
加
さ

ん
は
、「
実
力
の
あ
る
チ
ー
ム

と
決
勝
で
艇
を
並
べ
る
こ
と
が

で
き
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

準
決
勝
ま
で
は
全
て
１
位
で
し

た
が
、
決
勝
で
は
会
場
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
う
ま
く
対
応
し

き
れ
ず
優
勝
を
逃
し
た
の
が
残

念
。
自
分
た
ち
の
力
が
全
国
に

通
用
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

佐
貫
成
啓
さ
ん
は
「
当
日
は

い
つ
も
よ
り
良
い
感
じ
で
体
を

動
か
せ
て
い
た
の
で
、
気
持
ち

で
負
け
る
こ
と
な
く
、
あ
き
ら

め
ず
走
ろ
う
と
い
う
思
い
で
走

り
ま
し
た
。
目
標
と
し
て
い
た

全
国
で
の
入
賞
を
達
成
で
き
て

一
安
心
し
て
い
ま
す
」
と
入
賞

を
喜
び
ま
し
た
。

　

神
奈
川
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム

で
８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

第
28
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
に
出
場
し
た
子

吉
小
の
土
井
幹
太
さ
ん
（
６

年
）
と
西
目
小
の
佐
々
木
琉

人
さ
ん（
６
年
）が
見
事
入
賞

し
ま
し
た
。

◆
女
子
舵
手
付
き
ク
オ
ド
ル
プ
ル　

３
位

　
【
本
荘
高
】

　

齋
藤
優
香
さ
ん
（
３
年
・
薬
師
堂
）

　

土
方
彩
加
さ
ん
（
３
年
・
石
脇
）

　

金
子
麻
美
さ
ん
（
３
年
・
本
田
仲
町
）

　

須
山
珠
愛
さ
ん
（
３
年
・
大
鍬
町
）

　

佐
々
木
怜
さ
ん
（
３
年
・
に
か
ほ
市
）　

　

佐
藤
美
空
さ
ん
（
３
年
・
藤
崎
）　

　
〈
会
場
／
新
潟
県
津
川
漕
艇
場
・
８
月
２
〜
５
日
〉

　
◆
男
子
１
０
０
ｍ
競
走　

３
位

　
【
本
荘
高
】

　

佐
貫
成
啓
さ
ん
（
３
年
・
に
か
ほ
市
）

　
〈
会
場
／
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
新
潟
市
）・
７
月
30
日
〉

◆
走
り
高
跳
び 

４
位

　

土
井
幹
太
さ
ん

　
◆
１
０
０
㍍　

 

５
位

　

佐
々
木
琉
人
さ
ん

本
市
出
身
の

本
市
出
身
ののの

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
・
プ
ロ
ブ
デ
ィ

フ
市
で
８
月
15
日
〜
19
日
に
開

催
さ
れ
た
ボ
ー
ト
の
世
界
選
手

権
に
本
市
出
身
の
佐
藤
芳
則
選

手（
明
治
安
田
生
命
）、
飯
田
綾

選
手
（
N
T
T
東
日
本
）
が
男

子
軽
量
級
エ
イ
ト
に
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
、
決
勝
に
進
出

し
ま
し
た
。 

結
果
は
６
位
と
メ

ダ
ル
獲
得
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
健
闘
し
ま
し
た
。

左
か
ら 
佐
藤
さ
ん
、
飯
田
さ
ん

入
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

結  

果

結  

果

農作業着農作業着のコンテコンテスト
“農ファッショファッションショー”ー”初開催初開催
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平
成
23
年
度
決
算
は
、「
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

市
債
繰
上
償
還
の
実
施
や
低
利
市

債
へ
の
借
り
換
え
な
ど
、
財
政
健

全
化
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に

加
え
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
計
画
の
策
定
、
福
祉
医
療
費
拡

大
事
業
、
遠
隔
地
受
診
受
付
シ
ス

テ
ム
の
全
地
域
設
置
、
感
染
症
予

防
接
種
事
業
の
充
実
や
、
緊
急
雇

用
対
策
事
業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
な
ど
生
活
密
着
型
の
事

業
を
積
極
的
に
展
開
し
た
ほ
か
、

統
合
家
畜
市
場
や
文
化
交
流
館「
カ

ダ
ー
レ
」
な
ど
の
大
規
模
事
業
に

つ
い
て
も
完
成
を
み
る
ま
で
に
至

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
り

入
れ
に
頼
る
こ
と
の
な
い
「
身
の

丈
に
あ
っ
た
財
政
運
営
」
を
徹
底

す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
単
年
度

収
支
が
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
引

き
続
き
、
４
年
連
続
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
決
算
に
基
づ
く
財
政
健
全

化
比
率
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債

費
比
率
が
17
・
３
％
、
将
来
負
担

比
率
が
１
６
８
・
４
％
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
実
質
公
債
費
比
率
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
・

５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
平
成
27
年

度
決
算
で
18
％
を
下
回
る
と
し
た

「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」
の

目
標
を
、
４
年
前
倒
し
で
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
、
合
併
特

例
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
加
算
分

が
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
時
期
を

目
前
に
控
え
、
更
に
事
業
の
見
直

し
と
経
費
の
節
減
を
図
り
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

財
政
健
全
化
へ
大
き
く
前
進

実
質
公
債
費
比
率
が
改
善
し
、適
正
化
目
標
を
４
年
前
倒
し
で
達
成

実質公債費比率って何ですか？Q
A 　実質的な借金返済額(市債償還金、特別会計への繰り出し金、一定の

約束に基づき支払う補助金や土地購入費など）の財政規模に対する割
合で、公債費などによる財政負担の程度を示すものです。
　25㌫が「早期健全化基準」と呼ばれ、この基準を超えると市債発行
の一部が制限され、18㌫を超えると「早期是正措置」対象団体となり、
市債発行にあたっては是正計画を策定の上、県の許可が必要となります。
　本市では平成18年度決算で18㌫を超えたことから、平成27年度決
算で18㌫を下回ることを目標とした「公債費負担適正化計画」を策定し、
県の許可を受けながら市債を発行していました。

比率が良くなると、どうなりますか？Q
A 　18㌫を下回ると、市債発行にあたり県の「許可」が不要になり、協

議制度に移行します。実質公債費比率が低いことは実質的な借金返済
に要する費用が少ないことを意味しますので、市が独自の事業に充て
る予算を増やすなど、より柔軟な予算が可能となります。
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実績
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実質公債費比率の推移

４
月
か
ら
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

写真：順調に進む由利橋架け替え工事

平成23年度決算
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平成平成2323年度決算の概要年度決算の概要平成23年度決算の概要
実質単年度収支は４年連続の黒字
一般会計の
歳入は 571億 6,001万 3千円
歳出は 551億 4,032万 1千円

※普通会計に属する会計は、一般会計、診療所運営特別会計、受託施設休日応急診療所
　運営特別会計、情報センター特別会計、地域情報化事業特別会計、奨学資金特別会計
　です。

（％）決算に見る普通会計の主な財政分析指標
区　　分

財政力指数
経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

0.359
91.9
20.3
203.9

0.341
89.0
18.8
177.7

平成21年度 平成22年度
0.327
89.8
17.3
168.4

平成23年度

■総務費　
　交通環境整備事業…………………………2億5,218万円
　　　　　　　　　（生活バス路線等維持補助業務など）

■民生費
　福祉医療費拡大事業…………………………1億232万円
　民間保育園改築事業費補助事業……………2億753万円

■衛生費
　感染症予防事業………………………………2億658万円

■農林水産業費
　統合家畜市場整備事業 ………………… 7億6,926万円

■土木費
　まちづくり交付金事業 ……………………45億369万円
　本荘中央地区土地区画整理事業……………2億627万円
　由利橋架け替え事業 ……………………13億3,530万円
　冬季交通等確保事業 ……………………10億1,615万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　（市道除排雪など）

■消防費
　消防・防災施設等整備事業………………3億2,160万円
 （はしご車・ポンプ車等購入、防火水槽、消防団格納庫）

■教育費
　小学校建設事業……………………………3億1,644万円
　　　　　　（鳥海統合小学校、岩城・松ヶ崎統合小学校）
　水林球場改修事業…………………………3億3,438万円

平成23年度主な事業

各特別会計決算の状況

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
診療所運営特別会計
受託施設休日応急診療所運営
情 報 セ ン タ ー
地 域 情 報 化 事 業
奨 学 資 金
介 護 サービス事 業
下 水 道 事 業
集 落 排 水 事 業
簡 易 水 道 事 業
ス キ ー 場 運 営
財 産 区

計

104億4,525万2千円
7億667万2千円
4億8,190万4千円
1,609万4千円

3億8,766万0千円
1億3,855万0千円
8,280万1千円

8億7,496万5千円
27億7,844万0千円
20億3,129万0千円
7億9,201万9千円
1億6,877万3千円
1,097万9千円

189億1,539万9千円

96億5,469万8千円
7億602万7千円
4億7,046万7千円
1,294万1千円

3億6,850万8千円
1億3,242万7千円
7,558万4千円

7億3,733万8千円
27億5,213万3千円
20億1,435万5千円
7億6,492万8千円
1億5,409万8千円
1,044万3千円

178億5,394万7千円

7億9,055万4千円
64万5千円

1,143万7千円
315万3千円
1,915万2千円
612万3千円
721万7千円

1億3,762万7千円
2,630万7千円
1,693万5千円
2,709万1千円
1,467万5千円
53万6千円

10億6,145万2千円

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

歳　出
551億4,032万1千円

人件費
81億7,071万円
14.8％

扶助費
66億8,102万円8千円

義

投

そ

の

他

資
的
経費

務

的

経

費

公債費
103億2,704万9千円

普通建設事業費
119億3,866万4千円

災害復旧費
9億881万8千円
　　 1.6％

繰出金
56億7,726万円

補助費等
31億3,082万9千円

その他  維持補修費ほか
　　　20億853万2千円

物件費
62億9,743万円1千円

12.1％

45.6％

23.3％

31.1％

18.7％

21.7％

11.4％

10.3％

5.7％
3.7％

（％は四捨五入による）

歳出決算の性質別内訳

歳　入
571億6,001万3千円

市税
78億1,915万2千円

13.7％

市債
94億2,470万円
16.5％

県支出金
44億3,372万1千円

7.8％

地方交付税
218億6,564万1千円

38.3％

国庫支出金
67億4,291万円
11.8％

3.9％

繰越金
22億4,457万5千円

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入
寄付金
繰入金
23億1,859万2千円

地方譲与税
及び各種交付金
16億5,863万2千円

諸収入
6億5,209万円
1.1％

4.0％

2.9％

公債費
103億2,704万9千円

18.7％

民生費
119億8,238万8千円

21.7％

総務費　
66億4,382万7千円

12.0％

土木費
96億3,840万4千円

17.5％

8.1％

8.0％

衛生費  
28億2,897万円

農林水産業費  
43億9,252万2千円

教育費  
44億3,726万円

消防費  
19億9,307万円

商工費  
12億4,787万8千円
2.3％

その他内訳　3.0％
災害復旧費　9億85万1千円　1.6％
議会費　　3億5,855万6千円　0.7％
諸支出金　3億822万2千円　0.6％
労働費　　8,132万4千円　0.1％

5.1％

3.6％

歳　出
551億4,032万1千円

自主財源（22.7％）
依存財源（77.3％）一般会計決算

グラフで見る

ガス・水道事業  決算の状況

前年度繰越利益剰余金（△欠損金）
当年度未処分利益剰余金（△欠損金）

0
38,692

営業収益
営業費用

営業外収益
営業外費用

固定資産
流動資産

営業利益

経常利益
特別損失
当年度純利益

1,033,192
944,015

9,152
59,514

89,177

38,815
123

38,692

4,657,438
190,423
4,847,861

5,000
106,357
111,357

488,158
4,736,504
4,847,861

4,248,346
（3,389,790）

20,373,308
1,310,918
21,684,226

0
192,299
192,299

2,679,202
21,491,927
21,684,226

18,812,725
（9,893,072）

0
238,408

1,434,239
1,030,298

39,884
205,004

403,941

238,821
413

238,408

１.
２.

３.
４.

５.

ガス事業 水道事業

資 産 合 計

負債資本合計

ガス事業 水道事業

損益計算書（平成23.4.1～24.3.31） （千円）

貸借対照表（平成24.3.31） （千円）

資産の部

固定負債
流動負債
負債合計
資本金
（うち借入資本金）
剰余金
資本合計

負債の部

資本の部

272,680１．営業活動によるキャッシュフロー
２．投資活動によるキャッシュフロー
３．財務活動によるキャッシュフロー
４．現金及び預金の増減額
５．現金及び預金の期首残高
６．現金及び預金の期末残高

683,847
△114,251 △1,248,989
△191,886 708,981
△33,457 143,839
128,863 818,182
95,406 962,021

ガス事業 水道事業
キャッシュ・フロー計算書（平成23.4.1～24.3.31）（千円）

※キャッシュ・フロー計算書とは、会計期間の資金の増減を表したもので資金の増は正数、資金の減は負数（△）で記載しています。

　平成23年度は、自主財源の根幹をなす市税が約78億1,900万円（13.7％）で、平
成19年度の約84億5,500万円（15.8％）と比較し、約6億3,600万円（7.8％）の減
少となりました。（※平成23年度決算は、現在開会中の市議会で認定に付しています。）

普通会計決算状況

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

57,057,340

52,791,675

53,918,283

49,926,022

53,606,343

54,990,567

50,513,704

52,207,833

48,330,366

52,305,313

2,066,773

2,277,971

1,710,450

1,595,656

1,301,030

1,835,943

1,826,143

1,350,234

1,256,260

1,095,215

9,800

475,909

93,974

161,045

446,089

251,147

1,979

715,967

327,838

22,244

911,000

970,824

296,293

10,780

764

3,000

3,000

3,000

0

1,172,194

1,168,947

1,445,712

1,103,234

499,663

△703,097

230,830

451,828

360,216

339,396

205,815

（F）＋（G）＋（H）－（Ｉ）（Ｉ）（H）（G）（F）（E）（C）－（D）（C）（A）－（B）（B）（A） （D）

繰上償還金単年度収支実質収支歳入歳出差引歳出総額歳入総額 翌年度に繰り
越すべき財源

財調基金
積 立 金

財調基金
取り崩し金

実質単年度
収　支

（千円）

　実質単年度収支の黒字は、前年度繰越金や財政調整基金
に頼ることのない決算であることを意味します。さらに、
繰上償還への取り組みも反映され、決算年度の財政の健全
性を判断する指標のひとつとなります。
　合併以降平成19年度までは赤字でしたが、市議会や市
民の皆さんのご理解をいただきながら、事業や補助金の見
直しを経て20年度から黒字に転じ、23年度まで４年連続
の黒字を計上することができました。

単年度収支＋財政調整基金積立金＋繰上償還金－
財政調整基金取り崩し額

実質単年度収支
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熱唱する浅野さん

　

　

連
日
の
炎
天
が
続
く
８
月
18
日
、
公
共

施
設
な
ど
を
き
れ
い
に
塗
り
替
え
よ
う
と
、

市
塗
装
組
合
（
荘
司
金
一
組
合
長
）
と
市

塗
装
工
業
組
合（
同
）の
組
合
員
の
皆
さ
ん

約
25
人
が
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
岩
城
中
学
校
の
体
育
館
手
す
り
や
亀
田

小
学
校
の
遊
具
、
由
利
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
付
属
施
設
な
ど
を
塗
装
し
ま
し
た
。

　

荘
司
組
合
長
は
、「
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
の
お
か
げ
で
業
界
に
も
活
気

が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち

で
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
夏
期
の
節
電
対
策
と
し
て
市
役
所
本
庁

舎
増
設
棟
の
周
囲
に
設
置
し
た
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」
は
、
夏
場
の
日
差
し
を
遮
り
、

酷
暑
を
乗
り
切
る
た
め
大
い
に
役
立
ち
ま

し
た
。
窓
辺
に
た
く
ま
し
く
育
つ
緑
の

カ
ー
テ
ン
は
、
遮
光
効
果
や
壁
面
温
度
上

昇
の
抑
制
に
加
え
、
そ
よ
風
に
揺
れ
る
緑

の
葉
が
視
覚
的
に
も
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
由
利
本
荘

建
設
技
能
組
合
（
渡
辺
達
美
組
合
長
）
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
柱
や
ネ
ッ
ト
の
設
置
、

撤
去
作
業
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。
同
組

合
長
の
渡
辺
達
美
さ
ん
は
、「
組
合
員
が

協
力
し
、
共
同
作
業
を
す
る
中
で
お
互
い

の
連
帯
感
が
深
ま
っ
て
い
け
る
よ
う
に
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
社
会
に
根

ざ
し
た
技
能
組
合
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

的
確
な
通
報
、
初
期
消
火
に
よ
り
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
た
功
績
を
た
た
え
、

８
月
27
日
、
長
田
建
設
株
式
会
社（
石
脇
）

と
保
坂
孝
弘
さ
ん（
秋
田
市
）に
、
市
消
防

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
午
後
５
時
頃
、
隣
接
す
る
工

場
か
ら
煙
が
出
て
い
る
の
を
発
見
し
た
長

田
建
設
㈱
社
員
の
石
岡
央
さ
ん
、
須
田
香

織
さ
ん
、
成
田
篤
雄
さ
ん
は
、
消
防
署
へ

通
報
し
、
現
場
に
駆
け
つ
け
て
消
火
器
で

消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
業
務

中
に
現
場
を
通
り
か
か
っ
た
保
坂
さ
ん
は
、

火
事
騒
ぎ
に
気
付
い
て
車
を
降
り
、
車
に

つ
い
て
い
た
消
火
器
で
消
火
活
動
に
あ
た

り
ま
し
た
。
工
場
に
は
、
多
数
の
自
動
車

が
あ
り
、
延
焼
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ぼ
や

火
災
に
と
ど
め
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
式
で
成
田
さ
ん
は
「
こ
れ

を
機
会
に
、
社
の
防
火
意
識
を
高
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

Yurihonjo city public Relations.  2012

議 

会　

８
月
29
日
に
召
集
さ
れ
た
第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
、
監
査
委
員
に

三
浦
秀
明
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
監
査
委
員

三 

浦  

秀 

明 

氏
（
50
歳
・
中
竪
町
・
新
任
）

経 

歴　

立
教
大
学
卒
業
。
昭
和
60
年
相
原
定
幸

　
　
　

 

税
理
士
事
務
所
入
所
。
平
成
20
年
税
理

　
　
　

 

士
法
人
三
浦
相
原
事
務
所
長
。
平
成
21

　
　
　

 

年
東
北
税
理
士
会
本
荘
支
部
長
。

●
第
29
回
本
荘
追
分
全
国
大
会

　

８
月
19
日
、
第
29
回
本
荘
追
分

全
国
大
会
（
市
商
工
会
主
催
）
が

カ
ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
少
、
高
年
、
大
賞
の
３
部
門
に

あ
わ
せ
て
1
0
8
人
が
出
場
。
大

賞
の
部
で
は
秋
田
市
の
浅
野
晴
香

さ
ん
（
宮
崎
市
出
身
・
24
歳
）
が

２
度
の
準
優
勝
を
経
て
、
悲
願
の

優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。
浅
野

さ
ん
は
、
13
あ
る
全
国
タ
イ
ト
ル

の
う
ち
、
こ
れ
で
10
タ
イ
ト
ル
を

制
覇
。
秋
田
馬
子
唄
で
は
、
10
回

大
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。「
ま
だ

ま
だ
精
進
、
秋
田
の
民
謡
を
極
め

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

●
第
16
回
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会

　

９
月
８
日
、
第
16
回
秋
田
馬
子

唄
全
国
大
会（
実
行
委
員
会
主
催
）

が
大
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
少
、
高

齢
、
大
賞
の
３
部
門
に
あ
わ
せ
て

1
1
1
人
が
出
場
し
、
市
内
大
鍬

町
の
高
橋
惇
さ
ん（
22
歳
）が
大
賞

の
部
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
８
月
開
催
の
本
荘
追

分
で
４
位
入
賞
。
馬
子
唄
は
11
歳

の
頃
、
年
少
の
部
で
優
勝
。「
優
勝

で
き
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
驚
い
て
い
る
。
将
来
は
民
謡
歌

手
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
賞
の
部
以
外
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

●
本
荘
追
分
全
国
大
会

　
〈
高
年
の
部
〉　

最
優
秀
賞

　
　
　

  

戸
堀　

孝
吉
（
大
仙
市
）

　
〈
年
少
の
部
〉　

最
優
秀
賞

　

 　
　

 

髙
橋　

千
歌
（
大
仙
市
）

●
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会

　
〈
高
齢
の
部
〉　

優　

勝　

　
　
　

  

川
辺　

節
子
（
秋
田
市
）

　
〈
年
少
の
部
〉　

優
秀
賞

　

  　
　

高
橋
真
理
香
（
男
鹿
市
）

喜びの高橋さん

　

シャーベット　うめ～！　けど、冷て～！

　

　

矢
島
小
学
校（
金
利
紀
校
長
）が

今
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
矢

島
ひ
ま
わ
り
１
万
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
見
事
に
満
開

を
迎
え
、
８
月
28
日
に
は
「
ひ
ま

わ
り
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

地
域
住
民
ら
の
協
力
で
種
植
え
や

草
取
り
を
行
い
、
旧
矢
島
高
校
跡

地
で
約
１
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
を
育

て
ま
し
た
。

　

会
場
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
は
児
童

や
矢
島
保
育
園
児
、
地
域
住
民
な

ど
約
４
０
０
人
が
集
ま
り
、
満
開

を
祝
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

各
学
年
か
ら
選
ば
れ
た
「
ひ
ま
わ

り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
優
秀
作
品

を
発
表
。
受
賞
者
は
参
加
者
か
ら

盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
児
童

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
カ
ー
ド

と
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
結
ん
だ
風
船

を
、
ヒ
マ
ワ
リ
畑
か
ら
一
斉
に
飛

ば
し
、大
空
に
広
が
る
色
と
り
ど
り

の
風
船
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

金
校
長
は
、「
矢
島
を
元
気
に

し
よ
う
と
始
め
た
こ
の
取
り
組
み

が
、
み
ん
な
の
頑
張
り
と
元
気
で

見
事
に
実
を
結
び
ま
し
た
。
夢
な

ら
今
こ
こ
に
あ
り
ま
す
、
地
域
一

体
と
な
っ
て
頑
張
ろ
う
」
と
参
加

者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
、
道
の
駅
「
岩
城
」で

「
第
12
回
岩
城
ふ
れ
あ
い
港
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
漁
船
体
験
乗

船
、
超
神
ネ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

和
太
鼓
、
大
抽
選
会
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
は
天
鷺
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
の
早
食
い
競
争
も
行
わ
れ
、

子
ど
も
の
部
で
１
位
に
な
っ
た
徳

山
志
道
く
ん（
亀
田
小
・
４
年
）は

「
自
信
が
あ
っ
た
。
お
い
し
か
っ

た
け
ど
冷
た
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

左から保坂さん、成田さん、石岡さん



　

鳥
海
山
ろ
く
線
「
お
ば
こ
号
」

を
利
用
し
て
、
駅
か
ら
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
で
史
跡
探
訪
し
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
㈰　

８
時
半
〜

　

受
け
付
け（
羽
後
本
荘
駅
舎
内
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
距
離　

約
７
・
４
㌔

探
訪
先　

旧
鮎
川
小
・
岩
船
地
蔵

　

尊
・
前
郷
日
枝
神
社
な
ど

定
員　

25
グ
ル
ー
プ
・
50
人

参
加
資
格　

小
学
生
以
上

参
加
料　

１
人
に
つ
き
高
校
生
以

　

上
千
円
、
小
中
学
生
５
０
０
円

　

 （
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
着
替
え
、

　

飲
み
物
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
25
日
㈫
ま
で
、
地
域
お
こ

　

し
課　

☎
24―

６
３
７
８

募
集
期
間　

９
月
28
日
㈮
ま
で

受
付
口
座　

秋
田
銀
行
お
よ
び
北

　

都
銀
行
各
店
の
救
援
金
専
用
用

　

紙
で
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 （
振
込
手
数
料
無
料
）

※

郵
便
振
替
も
で
き
ま
す

※

日
本
赤
十
字
社
窓
口
（
福
祉
支

　

援
課
お
よ
び
総
合
支
所
市
民
福

　

祉
課
）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課  

　

☎
24―

６
３
１
５

日
時　

10
月
７
日
㈰　

10
時
〜
正

　

午
会
場　

鶴
舞
会
館　

講
堂

内
容　

体
を
使
う
遊
び

対
象　

親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
な

　

ど
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
28
日
㈮
ま
で
、
市
社
会
福

　

祉
協
議
会
本
荘
支
所　

☎
24―

　

３
６
３
４

日
時　

10
月
13
日
㈯　

13
時
半
〜

　

 （
市
役
所
第
二
庁
舎
駐
車
場
集

　

合
）

コ
ー
ス
・
見
ど
こ
ろ　

第
二
庁
舎

　

〜
日
役
町
〜
超
光
寺
（
ふ
す
ま

　

絵
・
天
井
板
絵
）
〜
古
雪
〜
大

　

泉
寺
（
円
空
物
）

定
員　

20
人
（
参
加
無
料
）

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
５
日
㈮
ま
で
、
観
光
文
化

　

振
興
課　

☎
24―

６
３
４
９

日
時　

10
月
２
日
㈫　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

矢
島
福
祉
会
館

内
容　

人
権
相
談
（
差
別
・
名
誉

　

 

・
信
用
・
住
居
の
安
全
・
い

　

や
が
ら
せ
・
う
わ
さ
・
近
隣
関

　

係
）、
困
り
ご
と
（
土
地
建
物

　

の
権
利
お
よ
び
登
記
・
家
族
・

　

不
動
産
の
賃
貸
借
）、
子
ど
も

　

の
人
権
（
い
じ
め
・
不
登
校
・

　

体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

日
時　

10
月
１
日
㈪　

10
時
〜
16

　

時

内
容　

相
続
・
遺
言
、
会
社
設
立
、

　

建
設
業
許
可
な
ど
官
公
署
に
提

　

出
す
る
書
類
、
権
利
義
務
・
事

　

実
証
明
に
関
す
る
書
類
の
相
談
、

　

行
政
手
続
法
に
関
す
る
相
談

　

 （
申
請
に
対
す
る
処
分
、
不
利

　

益
処
分
、
行
政
指
導
な
ど
）

相
談
先　

秋
田
県
行
政
書
士
会
事

　

務
局　

☎
０
１
８―

８
６
４―

　

３
０
９
８

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
稲
わ
ら
な

ど
の
焼
却
に
よ
り
発
生
す
る
煙
は
、

大
気
環
境
の
変
化
（
放
射
冷
却
な

ど
の
発
生
）
に
よ
り
、
上
空
に
上

が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
道
路
で

の
視
界
不
良
を
引
き
起
こ
す
ほ
か
、

目
や
喉
を
痛
め
る
な
ど
の
健
康
被

害
を
誘
発
し
ま
す
。
県
で
は
公
害

防
止
条
例
に
よ
り
10
月
１
日
か
ら

11
月
10
日
ま
で
の
期
間
を
「
稲
わ

ら
な
ど
の
屋
外
焼
却
行
為
の
全
面

禁
止
期
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課 

　

☎
24―

６
２
５
３

　

羽
後
交
通
矢
島
案
内
所
窓
口
は

９
月
30
日
を
も
っ
て
終
日
無
人
化

さ
れ
ま
す
。
待
合
室
は
引
き
続
き

利
用
で
き
ま
す
。

　

バ
ス
時
刻
・
運
賃
照
会
や
乗
車

券
の
購
入
な
ど
は
本
荘
営
業
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

羽
後
交
通
本
荘

　

営
業
所　

☎
24―

２
４
４
０
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　これまで、国民年金保険料を納
め忘れたまま２年を超えると保険
料を納めることができませんでし
たが、今年10月から３年間に限り
過去10年以内に納め忘れた保険料
を納めることができる「後納制度」
（納付可能期間の延長）が始まり
ます。
　過去の保険料を納めることで、
将来の年金額を増やしたり、年金
の受給権につなげることができる
ようになります。　
◆保険料の後納には事前申し込み
　が必要です。審査の結果、後納
　制度による納付ができない場合
　があります。

　
国民年金保険料専用ダイヤル
０５７０－０１１－０５０

【
由
利
中
学
校
校
務
員
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
（※

紹
介
状
な
し
の
直
接
応

募
も
可
）
と
市
専
用
の
履
歴
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集

要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

１
人

勤
務
内
容　

校
内
外
の
環
境
整
備

　

お
よ
び
外
勤

勤
務
場
所　

由
利
中
学
校

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

　

許
、
危
険
物
取
扱
者
乙
種
四
類

　

取
得
者

勤
務
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
４

　

時
30
分
（
週
５
日
）

雇
用
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成
25

　

年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
21
日
㈮　

正
午
ま
で
、
由

　

利
教
育
学
習
課
（
善
隣
館
内
）

　

☎
53―

２
２
４
５

【
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・
補
助
員
】

　

募
集
期
間
は
10
月
１
日
㈪
〜
15

日
㈪
ま
で
。
詳
し
く
は
各
総
合
支

所
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
地
域
・
人
数

　

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー　

矢
島
・

　

20
人
、
東
由
利
・
８
人
、
由
利
・

【
発
明
工
夫
展
】

開
催
期
日　

10
月
27
日
㈯
〜
29
日

　

㈪
募
集
部
門　

発
明
工
夫
の
部
、
特

　

許
の
部
、
廃
品
利
用
の
部

対
象　

学
生
、
生
徒
、
児
童
、
教

　

職
員
、
一
般

会
場　

カ
ダ
ー
レ

締
め
切
り　

10
月
５
日
㈮

【
工
芸
品
展
】

開
催
期
日　

10
月
27
日
㈯
〜
29
日

　

㈪
募
集
作
品　

一
般
工
芸
品
、
木
工

　

品
、
手
芸
品
、
機
械
金
属
品
、

　

そ
の
他

対
象　

市
内

　

在
住
で
、

　

本
人
が
今

　

年
度
中
に

　

製
作
し
た

　

も
の
（
他

　

の
催
し
物

　

に
出
品
し

　

た
も
の
は
不
可
）

会
場　

鶴
舞
会
館

締
め
切
り　

10
月
４
日
㈭

※

開
催
要
項
・
出
品
申
込
書
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興
課　

　

☎
24―

６
３
７
２

　

４
人
、
鳥
海
・
29
人

　

除
雪
機
械
補
助
員　

東
由
利
・

　

３
人

問
い
合
わ
せ
先

　

矢
島　

☎
55―

４
９
５
５

　

東
由
利　

☎
69―

２
１
１
５

　

由
利　

☎
53―

２
１
１
５

　

鳥
海　

☎
57―

２
２
０
４

　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

２
戸
（
松
涛
）

　
　

 
〃　
　
　

  

１
戸
（
梵
天
）

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
西
）

　
　

 

〃　
　
　

  
２
戸
（
鶴
岡
）

　
　

 

〃　
　
　

  
１
戸
（
愛
宕
）

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

　

鳥
海
地
域　
　

１
戸
（
下
野
）

公
共
住
宅

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

　

鳥
海
地
域　
　

１
戸
（
笹
子
）

申
込
期
限　

９
月
26
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

都
市
計
画
課　

☎
24―

６
３
３

　

４
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課
ま
で

【
防
衛
医
科
大
学
校
】

応
募
資
格　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

　

方
試
験
日　

10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

試
験
場
所　

自
衛
隊
秋
田
地
方
協

　

力
本
部
（
秋
田
市
）

【
防
衛
大
学
校
】

応
募
資
格　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

　

方
試
験
日　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

試
験
場
所　

秋
田
駐
屯
地
（
秋
田

　

市
）

【
看
護
学
生
】

応
募
資
格　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の

　

方
試
験
日　

10
月
20
日
㈯

試
験
場
所　

秋
田
駐
屯
地

受
付
期
間　

い
ず
れ
も
10
月
１
日

　

㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
由
利
本

　

荘
地
域
事
務
所　

☎
22―

３
４

　
７
９

日
時　
【
ス
ペ
イ
ン
語
】
９
月
25

　

日
〜
11
月
27
日
の
毎
週
火
曜
日

　

 （
全
10
回
）　

14
時
半
〜
16
時

　

／
【
韓
国
語
】　

９
月
27
日
〜

　

11
月
29
日
の
毎
週
木
曜
日
（
全

　

10
回
）　

13
時
〜
14
時
（
初
級

　

２
：
基
本
習
得
者
）、
14
時
20

　

分
〜
15
時
20
分
（
初
級
３
：
１

　

年
以
上
の
学
習
経
験
者
）、
15

　

時
40
分
〜
16
時
40
分
（
中
級
：

　

２
年
以
上
の
学
習
経
験
者
）
／

　

 【
中
国
語
】　

９
月
27
日
〜
11

　

月
29
日
の
毎
週
木
曜
日
（
全
10

　

回
）　

14
時
10
分
〜
15
時
20
分

　

 （
初
級
）、
15
時
30
分
〜
16
時

　

40
分
（
中
級
） 

会
場　

県
立
大
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

　

内　

講
義
室

対
象　
一
般
（
各
教
室
20
〜
40
人
）

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
21
日
㈮
ま
で
、
県
立
大
本

　

荘
キ
ャ
ン
パ
ス  

教
務
チ
ー
ム

　

☎
27―

２
０
０
０

日
時　

９
月
30
日
㈰　

６
時
半
〜

　

11
時（
小
雨
決
行
・
悪
天
中
止
）

釣
り
場　

子
吉
川
（
由
利
橋
か
ら

　

河
口
ま
で
の
区
域
）

参
加
料　

３
０
０
円
、
船
釣
り
希

　

望
は
５
０
０
円
（
と
も
に
保
険

　

料
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
24
日
㈪
ま
で
、
大
会
事
務

　

局　

三
浦
さ
ん　

☎
０
９
０―

　

８
７
８
６―

５
０
４
５
、
市
観

　

光
協
会
本
荘
支
部
（
観
光
文
化

　

振
興
課
内
）　

☎
24―

６
３
４

　

９
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日
時　

９
月
27
日
㈭
〜
30
日
㈰　

　

９
時
〜
17
時
（
27
日
13
時
か
ら
、

　

30
日
16
時
ま
で
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

１
・
２
（
入
場
無
料
）

内
容　
油
彩
画
、
水
彩
画
な
ど
約
50
点

問
い
合
わ
せ
先　

橋
本
さ
ん　

☎

　

22―

８
７
１
９

日
時　

10
月
４
日
㈭
〜
７
日
㈰　

　

10
時
〜
17
時
（
４
日
13
時
か
ら
、

　
７
日
16
時
ま
で
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１

　

 

・
２
・
３
（
入
場
無
料
）

内
容　

会
員
の
絵
画
作
品
（
54
点
）、

　

一
般
公
募
作
品
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

児
水
会
事
務
局

　

大
須
賀
さ
ん　

☎
０
８
０―

１

　

０
８
６―

６
６
１
０

日
時　

９
月
30
日
㈰　

11
時
開
場
、

　

正
午
開
演

会
場　

カ
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

前
売
り
千
円
、
当
日
１

　

３
０
０
円

内
容　

新
舞
踊
協
会
（
加
盟
６
団

　

体
）
会
員
に
よ
る
民
踊
・
新
舞

　

踊
、
岡
本
フ
キ
子
・
長
谷
川

　

洋
子 「
民
謡
シ
ョ
ー
」

問
い
合
わ
せ
先　

事
務
局　

藤
原

　

さ
ん　

☎
23―

３
４
０
３

日
時　

10
月
21
日
㈰　

９
時
〜

会
場　

本
荘
第
２
体
育
館

参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
千
円

チ
ー
ム
編
成　

市
内
に
在
住
・
勤

　

務
・
通
学
す
る
人
（
高
校
生
以

　

下
除
く
）
で
構
成
す
る
男
女
混

　

合
チ
ー
ム

※

５
人
以
上
８
人
以
下

ル
ー
ル　

４
人
制
（
コ
ー
ト
上
男

　

性
は
２
人
ま
で
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
12
日
㈮
ま
で
、
本
荘
バ

　

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

田
中
さ
ん  

　

☎
22―

４
３
０
３
、
藤
内
さ
ん  

　

☎
22―

５
５
０
０

日
時　

10
月
６
日
㈯　

13
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　
鶴
舞
会
館
２
階
研
修
ホ
ー
ル

※

事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

　

す
問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会
福
祉
協

　

議
会
本
荘
支
所　

☎
24―

２
９

　

１
１

　

由
利
高
原
鉄
道
で
は
、
車
両
の

老
朽
化
に
伴
い
Ｙ
Ｒ
３
０
０
０
形

へ
の
更
新
を
進
め
て
い
ま
す
。
現

在
在
籍
の
１
５
０
０
形
３
両
を
す

べ
て
連
結
し
「
サ
ヨ
ナ
ラ
運
転
」

を
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
㈰　

羽
後
本
荘

　

発　

11
時
52
分
・
14
時
50
分
、

　

矢
島
発　

10
時
47
分
・
13
時
54

　

分
（
２
往
復
）

※
 「

サ
ヨ
ナ
ラ
運
転
」
記
念
切
符

　

も
販
売
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
原
鉄
道  

　

☎
56―

２
７
３
６

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
13
日
㈯　

15
時
〜
16

　

時
会
場　

カ
ダ
ー
レ

講
師　

㈱
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
研
究

　

所　

遠
藤  

章 

氏

演
題　

 「
微
生
物
を
利
用
し
た
も

　

の
づ
く
り
」

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
29
日
㈯
ま
で
、
由
利
工
業

　

高
校　

☎
22―

５
５
２
０
、 

Ｆ

　

Ａ
Ｘ
22―

５
５
０
４

日
時　

10
月
14
日
㈰　

13
時
半
〜

　

16
時

集
合
場
所　

小
友
出
張
所
（
バ
ス

　

で
移
動
）

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
28
日
㈮
ま
で
、
小
友
地
域

　

振
興
会
事
務
局　

☎
22―

０
３

　

１
８

10月１日　国保税（第３期）　　　　　　　　　　
10月31日　国保税（第４期）、市県民税（第３期）
　市が納付を確認できるまでに、金融機関などに納付
されてから１週間程度かかります。納税証明などでお
急ぎの場合は、領収証書や引き落とし額が記帳された
通帳をご持参のうえ申請してください。
問い合わせ先　収納課　☎24－6256
　　　　　　　または各総合支所振興課

一般競争入札により、下記の物品を売り払います。

除雪ロータリ
 （2.2ｍ級）

入札日時　10月１日㈪　10時　　　入札場所　市役所正庁　　　問い合わせ先　管財課　☎24－6262

除雪ロータリ
 （小　型）

矢島総合支所
建設課
☎55－4955

平成12年式
平成24年10月14日

走行用油圧ポンプ
など交換必要

９月21日㈮~25日㈫　午前９時~午後５時
※土曜・日曜は除く
※期間内に書類の交付を受けていない方
　は、入札に参加できません。
交付場所　管財課（市役所増設棟２階）

450,000円

平成２年式
平成24年10月21日

ミッションオイルポ
ンプなど交換必要200,000円
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【 「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
開
設
】

日
時  

９
月
23
日
㈰　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

ア
ク
ア
パ
ル

内
容　

登
記
、
戸
籍
、
信
託
、
人

　

権
な
ど

相
談
員　

法
務
局
職
員
、
司
法
書

　

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

　

擁
護
委
員

※

事
前
予
約
不
要
・
相
談
無
料

【 「
市
民
講
座
」
開
催
】

日
時　

９
月
26
日
㈬　

13
時
半
〜

　

14
時
半
（
定
員
20
人
）

会
場　

法
務
局
本
荘
支
局
４
階
会

　

議
室

内
容　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

法
務
局
本
荘
支
局　

☎
22―
１

　

２
０
０

　

第
４
回
「
秋
田
由
利
牛
と
本
荘

う
ど
ん
の
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
麺
」
ほ

か日
時　

10
月
17
日
㈬　

10
時
〜
13

　

時
会
場　

カ
ダ
ー
レ
調
理
創
作
室

定
員　

先
着
16
人
（
５
人
以
下
中

　

止
）

持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

タ
オ
ル

参
加
料　

千
円
（
材
料
費
、
保
険

　

料
を
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
３
日
㈬
ま
で
、
秋
田
由
利

　

牛
振
興
協
議
会
（
農
業
振
興
課

　

内
） 　

☎
24―

６
３
５
４

日
時　

10
月
６
日
㈯　

８
時
15
分

　

〜
15
時
半
（
予
備
日　
７
日
）

会
場　

祓
川
周
辺
な
ど
（
ア
ク
ア

　

パ
ル
集
合
）

対
象　

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

　

 （
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護

　

者
同
伴
）

定
員　

30
人
（
参
加
無
料
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
筆
記

　

用
具
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
２
日
㈫
ま
で
ア
ク
ア
パ
ル  

　

☎
22―

５
６
１
１

日
時　

９
月
30
日
㈰　

13
時
〜
15

　

時
会
場　

カ
ダ
ー
レ
自
然
科
学
学
習

　

室
講
師　

二
科
会
写
真
部
会
員　

八

　

柳
吉
彦
氏

定
員　

先
着
50
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
（
デ
ジ
カ
メ

　

不
要
）

資
料
代　

３
０
０
円

※
初
心
者
大
歓
迎
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
田
さ
ん　

☎
０
９
０―

２
３

　

６
２―

３
１
２
９
、
多
田
さ
ん  

　

☎
53―

３
４
５
３

日
時　

10
月
16
日
㈫　

10
時
半
〜

会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　

保
健
師
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
、

　

健
康
体
操
・
交
流
会

参
加
費　

千
円
（
昼
食
代
込
み
）

申
し
込
み　

10
月
９
日
㈫
ま
で
各

　

地
区
長
へ

問
い
合
わ
せ
先　

市
母
子
寡
婦
福

　

祉
連
合
会
事
務
局
（
子
育
て
支

　

援
課
内
）　

☎
24―

６
３
１
９

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　市庁舎耐震改修工事に伴い、９月18
日㈫から市民課隣（市庁舎１階）に一時
移動します。

平成2平成24年９月15日号年９月15日号平成24年９月15日号

　住まいるダイヤ
ルは国土交通大臣
から指定を受けた
住宅専門の相談窓
口です。

•住まいに関するいろいろなご相談
•リフォーム見積もりチェックサービス（リフォー
　ムの図面・見積書のチェック）
受付時間　10時~17時（土・日・祝日除く）
　㈶住宅リフォーム・紛争処理支援センター
   　　　　　　　　http://www.chord.or.jp/

市 民 課
EV

案内

正面玄関

長寿支援課
税 務 課

▲

※各地域ごとに送迎バスも運行します。各総合支所振
　興課へお申し込みください。

問い合わせ先　地域おこし課　☎24－6235

日時　９月21日㈮　13時30分~16時30分（開場13時）
会場　カダーレ大ホール（入場無料）

行  き アクアパル発　 ①12：40 　②13：00

帰 り カダーレ発　 ①16：40 　②17：00

　カダーレ駐車場に限りがありますので、当日運行のシャ
トルバス（アクアパル～カダーレ）をご利用ください。
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い
じ
め
の
中
で
生
き
る
あ
な
た
へ　
　
　
　
　

小
森
美
登
里

魂
を
追
う
者
た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
嶋　

玲
子

大
地
の
ラ
ン
ナ
ー　
　
　
　
　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
リ
オ
ー
ダ
ン

本
を
味
方
に
つ
け
る
本　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
江　
　

朗

ぼ
く
の
見
つ
け
た
絶
対
値　
　

キ
ャ
ス
リ
ン
・
ア
ー
ス
キ
ン

技
術
者
と
い
う
生
き
方　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
山　

明
博

お
ひ
さ
ま
や
の
た
ん
ぽ
ぽ
ス
プ
レ
ー　
　
　
　

茂
市
久
美
子

ぼ
く
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井　

恭
子

学
校
の
魔
法
使
い　
　
　
　
　
　

日
本
児
童
文
学
者
協
会　
編

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
メ
カ
メ
カ
大
さ
く
せ
ん　

原　

ゆ
た
か

よ
う
か
い
ガ
マ
と
の　

ゲ
ッ
コ
ウ
の
怪
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し
な
が
こ
う
た
く

占
い
大
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋　

作
美

雲
の
都　

第
４
部
・
５
部　
　
　
　
　
　
　
　

加
賀　

乙
彦

ラ
ス
ト
・
コ
ー
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堂
場　

瞬
一

修
羅
の
宴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楡　
　

周
平

山
伏
と
僕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
大
三
郎

リ
ー
ダ
ー
の
掟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
島　
　

勲

秋
田
の
子
供
は
な
ぜ
塾
に
行
か
ず
に
成
績
が
い
い
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
野　
　

弘

子
ど
も
の
歯
を
健
康
に
育
て
る
方
法　
　
　
　

網
野　

重
人

つ
よ
く
や
さ
し
く
う
つ
く
し
く　
　
　
　
　
　

福
田　

敬
子

な
る
ほ
ど
！
赤
ち
ゃ
ん
学　
　
　

玉
川
大
学
赤
ち
ゃ
ん
ラ
ボ

江
戸
の
天
才
数
学
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
海　
　

風

も
ら
い
泣
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冲
方　
　

丁

自
分
を
え
ら
ん
で
生
ま
れ
て
き
た
よ　
　
　

い
ん
や
く
り
お

神
様
の
カ
ル
テ　

３　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
川　

草
介

17
人
の
わ
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
ア

い
ま
か
ら
、
君
が
社
長
を
し
な
さ
い
。　
　
　

鳥
原　

隆
志

体
を
強
く
す
る
サ
ラ
ダ
ジ
ュ
ー
ス　
　
　
　
　

浜
内　

千
波

回
廊
封
鎖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

譲

ひ
ら
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
矢　

り
さ

確
証　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

敏

と
に
か
く
散
歩
い
た
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　

小
川　

洋
子

日時　10月４日㈭
　　　８時40分～
内容　あきた文学資
　料館・秋田市赤れ
　んが郷土館（講話、
　企画展見学）、新県
　立美術館見学
参加費　2,000円
定　員　先着30人
申し込み
　９月18日開始 
　中央図書館
　☎22－4900

　バブル期に専門商社へ出向
し、社長になった男が、狂乱
の時代にうごめく修羅たちに
翻弄されていく人間ドラマ。

講談社／1,890円

楡　　周平　著

　数学者の息子なのに数学は大
の苦手な僕が、人々を幸せにす
るプロジェクトに取り組むエン
ジニアになった笑いと感動の話。

作品社／1,890円

キャスリン・アースキン  著

　人を元気にする不思議なも
のが置いてある店「おひさま
や」で、走るのが苦手な男の
子にすすめられたものとは。

講談社／1,155円

茂市久美子　著

　お茶を飲みながら、みんなで
おしゃべりしませんか
と　き　９月20日㈭
　　　　午前10時～午後２時30分
ところ　本荘保健センター
内　容　レクリエーション、
　　　　健康相談　など
問い合わせ先
　声かけボランティア事務局
　本荘保健センター☎22－1834

　　　　　10月１日㈪
　　　　　午前９時～
　　　　　本荘保健センター、
　　　　　市役所・カダーレの
　　　　　総合案内、各総合支
　　　　　所市民福祉課
　　　　　本荘保健センター
　　　　　☎22－1834
　※入場券は１人につき３枚まで
数に限りがありますので
お早めにお求めください

平成24年９月15日号 広報ゆりほんじょう

や
抗
が
ん
に
な
る
抗
酸
化
作
用

や
睡
眠
促
進
作
用
が
あ
り
ま
す
。

夜
に
部
屋
を
明
る
く
し
た
ま
ま

だ
と
、
な
か
な
か
メ
ラ
ト
ニ
ン

が
作
ら
れ
ず
、
健
康
で
適
切
な

長
さ
の
睡
眠
が
難
し
く
な
り
ま

す
。

　

睡
眠
が
不
足
す
る
と
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
発
が
ん
、

う
つ
病
な
ど
に
関
係
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
体
内
リ
ズ
ム
は
、
も

と
も
と
25
時
間
で
、
朝
日
を
浴

び
る
と
24
時
間
に
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
ま
す
。
睡
眠
か
ら
目
覚
め
、

脳
が
起
き
る
と
体
も
起
き
ま
す

が
、
胃
腸
だ
け
は
目
覚
め
と
と

も
に
は
起
き
に
く
く
、
朝
ご
飯

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
動

を
始
め
ま
す
。

　

子
ど
も
が
朝
ご
飯
を
食
べ
な

い
と
、
筋
肉
を
分
解
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
補
充
し
よ
う
と
す
る

　

生
活
習
慣
病
に
注
目
が
集
ま

る
中
、
子
ど
も
の
肥
満
も
増
え

ま
し
た
。
背
景
に
は
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
や
甘
い
飲
み
物
、
油
の

多
い
食
習
慣
の
ほ
か
、
遅
寝
・

遅
起
き
と
い
う
生
活
習
慣
が
影

響
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
事
の
時
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
団
ら
ん

が
減
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
、

一
人
で
の
食
事
・
早
食
い
の
原

因
と
な
り
、
肥
満
に
つ
な
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

心
身
の
活
動
に
大
切
な
物
質

で
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
日
中
、

太
陽
の
光
の
下
で
分
泌
さ
れ
ま

す
。
特
に
朝
日
の
影
響
が
強
く
、

早
起
き
が
と
て
も
重
要
で
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
が
欠
乏
す
る
と
、

う
つ
に
な
り
や
す
く
、
キ
レ
や

す
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
睡
眠

に
必
要
な
物
質
で
、
暗
く
な
る

と
分
泌
量
が
増
加
。
老
化
防
止

の
で
、
体
を
壊
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

よ
く
噛
む
こ
と
、
行
進
（
歩

く
）
な
ど
、
規
則
正
し
い
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
運
動
も
セ
ロ
ト
ニ
ン

の
分
泌
を
助
け
ま
す
。

　

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
プ

ラ
ス
運
動
は
、
心
身
の
健
康
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

早
寝
早
起
き
を
し
て
、
朝
ご

飯
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ

う
。
食
事
の
と
き
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

団
ら
ん
は
子
ど
も
の
心
と
体
の

発
達
に
大
切
で
す
。

と　き　９月29日㈯
　　　　午前９時30分～午後２時
　　　　（受け付け９時15分～30分）
ところ　本荘保健センター
対　象　市内の妊婦とその家族　30人
持ち物　母子手帳・エプロン
申し込み・問い合わせ
　９月25日㈫まで 健康管理課
　栄養指導班　☎22－1834 

内　容
【午前】講話と調理実習
　『妊娠中の食事について』
　　市栄養士・食生活改善推進員
【午後】講話と運動実技
　『マタニティ・リラクゼーション
　　　　　～骨盤エクササイズ』
　　マスター中高年老年期運動指導士
　　　坂本　裕子　氏（本市在住）

実習

　

９
月
６
日
、生
和
堂
医
院（
大
仙
市
）の
小
児
科
医
・

伊
藤
晴
通
先
生
が
、
医
師
の
視
点
か
ら
家
庭
で
の
食

事
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
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◆
先
日
、
東
廻
り
の
循
環
バ
ス
に

初
め
て
乗
車
し
ま
し
た
。
路
線
拡

大
に
伴
っ
て
赤
沼
下
か
ら
も
乗
る

こ
と
が
で
き
、
駅
ま
で
の
約
15
分

間
で
し
た
が
、
運
転
手
さ
ん
の
丁

寧
な
案
内
も
あ
っ
て
快
適
に
乗
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
途
中
、
買

い
物
客
ら
し
い
お
年
寄
り
の
方
も

数
人
乗
車
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と

目
的
地
ま
で
着
き
ま
し
た
。
循
環

バ
ス
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
ほ
し

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
半
田
さ
ん
・
60
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
家
に
は
、
こ
っ
て
り
油
系
の
お

肉
大
好
き
な
小
１
と
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
幼
稚
園
の
孫
が
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
孫
に
は
、
給
食
で
お
友

達
が
気
づ
か
な
い
ほ
ど
そ
っ
く
り

な
別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
高
橋
さ
ん
・
60
代
・　
　

西
目
地
域
）

◆
最
近
、「
修
身
館
」
へ
行
き
ま
し

た
。
地
元
、
由
利
本
荘
の
歴
史
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
す
ば
ら
し
い

場
所
で
す
が
、
私
の
周
り
に
は
そ

の
存
在
を
知
ら
な
い
人
も
意
外
と

多
い
の
で
、
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
ら
い
い
の
に…

と
思
い
ま
し
た
。

（
東
海
林
さ
ん
・
20
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
誰
か
が
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
に
、
い
つ
も
勇

気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
広
報
を

に
な
っ
て
も
、
な
じ
み
が
な
か
っ

た
地
域
の
色
ん
な
お
店
の
情
報
が

得
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

情
報
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
堀
井
さ
ん
・
50
代
・　
　

岩
城
地
域
）

い
つ
も
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

（
斉
藤
さ
ん
・
60
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
も
う
す
ぐ
稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
早
い
も
の
で
す
。

（
三
浦
さ
ん
・
40
代
・　
　

矢
島
地
域
）

◆
毎
月
、
広
報
が
届
く
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
小
４
の
娘
と

年
中
の
息
子
と
一
緒
に
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
行
く
の
が
と
っ
て
も

楽
し
い
で
す
。
最
近
は
、
最
後
の

「
人
気
の
お
店
」「
頑
張
る
会
社
」

の
紹
介
が
楽
し
み
で
す
。

（
河
村
さ
ん
・
40
代
・　
　

西
目
地
域
）

◆
三
六
温
泉
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
家
庭
的
な
温
泉
で
、

年
寄
り
に
は
、
ぬ
ぐ
だ
ま
る
湯
が

一
番
で
す
ね
。
特
に
腰
痛
に
良
い

よ
う
で
す
ね
。
じ
い
や
と
入
浴
し

て
み
た
い
で
す
。

（
岡
部
さ
ん
・
70
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
広
報
９
月
１
日
号
を
見
て
、び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
近
く
に
、

あ
っ
た
ま
り
の
温
泉
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。〝
ひ
ざ
〞

が
悪
く
、
あ
っ
た
ま
る
と
良
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
一
度
入
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
豊
島
さ
ん
・
80
代
・　
　

矢
島
地
域
）

◆
笑
売
繁
盛
の
コ
ー
ナ
ー
大
好
き

で
す
。
合
併
し
て
同
じ
由
利
本
荘

………………………………………………………………………  

広
報
課
よ
り

　

紙
面
の
「
お
誕
生
お
め
で
と

う
」
欄
に
つ
い
て
「
他
市
町
村

で
生
ま
れ
た
孫
が
載
ら
な
い
の

が
残
念
」「
男
の
子
・
女
の
子
が

わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
・
や

す
ら
か
に
」
に
は
、
紙
面
へ
の

掲
載
を
希
望
さ
れ
た
市
内
の
方

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
お

誕
生
」
の
性
別
に
関
し
て
は
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
男

女
の
別
や
ご
両
親
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
い
ま
せ

ん
。
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
「
三
六
温

泉
ペ
ア
入
浴
券
」
へ
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

締
め
切
り
は
、
９
月
21
日
！

佐々木杏那ちゃん（文人さん）薬師堂

正木　　蓮ちゃん（　知　さん）大鍬町

眞坂　龍臣ちゃん（和宏さん）石脇

佐々木桜叶ちゃん（康之さん）松ヶ崎

伊藤　萌迦ちゃん（良樹さん）石脇

長谷川　丈ちゃん（　昇　さん）石脇

工藤　悠河ちゃん（喜樹さん）埋田

熊谷光日希ちゃん（貴弥さん）堰口

吉尾　ゆえちゃん（裕介さん）牛寺

横山　南夢ちゃん（立治さん）東由利黒渕

小笠原結梨ちゃん（雅人さん）東由利老方

佐々木瑛汰ちゃん（義人さん）西目町海士剝

　　あん　な

　　　　れん

　　たつおみ

　　おう　が

　　めい　か

　　　　じょう

　　ゆう　が

　ひ　び　き

　　なな　と

　　　ゆ　り

　　えい　た

　木村伴治郎さん（大正元年９月８日生
まれ・葛法）に、市から賀詞と長寿祝い
金が贈呈されました。
　どうぞこれからもお元気でお過ごしく
ださい。

人　口
男
女
世帯数

（－　96）
（－　43）
（－　53）
（－　　3）

８月末日現在・住民基本台帳

（　）は前月比

84,667　人　
40,425　人　
44,242　人　
30,494世帯

※住民基本台
帳法の改正に
より７月末か
ら外国人を含
んだ数値と
なっています

平成24年９月15日号 広報ゆりほんじょう

庄司　　久さん
（船岡・83歳）

大場　祥弘さん
（赤沼下・84歳）

遠藤　ヒサさん
（畑谷・85歳）

渋谷　ミナさん
（石脇・74歳）

佐々木　勝さん
（西小人町・58歳）

今野　リツさん
（薬師堂・90歳）

日下部圭策さん
（御門・92歳）

井島　孝一さん
（湯沢・88歳）

田口　チヤさん
（石脇・77歳）

渡部　真澄さん
（松ヶ崎・52歳）

髙野　新一さん
（畑谷・85歳）

小松　春造さん
（烏川・83歳）

尾形キミ子さん
（田町・89歳）

伊藤　博美さん
（日役町・76歳）

國分　ミサさん
（岩城下蛇田・90歳）

伊藤　トミさん
（岩城内道川・83歳）

堀井キクヱさん
（岩城内道川・90歳）

小笠原ヨノさん
（南福田・90歳）

三浦　晴治さん
（大水口・89歳）

熊谷　文市さん
（前郷・83歳）

伊藤　ハルさん
（中俣・94歳）

佐藤　正淑さん
（岩谷町・85歳）

小助川辰夫さん
（及位・83歳）

伊藤　　夫さん
（小栗山・82歳）

畠山　勝男さん
（東由利老方・68歳）

下田　　悟さん
（東由利舘合・65歳）

加川キクミさん
（西目町出戸・89歳）

加藤カネ子さん
（西目町西目・96歳）

佐藤　　文さん
（西目町海士剝・85歳）
石渡　ミヨさん
（西目町沼田・101歳）
佐藤　豊美さん
（鳥海町上川内・87歳）
吉田　　昇さん
（鳥海町猿倉・90歳）

佐藤アイ子さん
（鳥海町上笹子・77歳）

　

秋
口
に
な
る
と
日
没
の
時
間
が
早
ま
り
、
例

年
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
重
大
事
故
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
の
あ
る
交
通
事
故
が
多
発
、
歩
行
中

・
自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
反
射
材
の
着
用
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
運
動
の
重
点

　

•
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

　
　

用
中
の
交
通
事
故
防
止

　

•
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

•
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

•
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

　

県
内
で
は
、
今
年
１
月
か
ら
８
月
ま
で
に
26

件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
９
件
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
事
故
で
す
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
は
車
両
の
形
状
か
ら
、
衝
突
す

る
と
予
想
以
上
に
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
近
く
ま
で
の
運
転
で
も
、

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

★
前
を
よ
く
見
て
運
転
し
ま
し
ょ
う

　

★
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　

★
体
調
を
整
え
て
か
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う

　「安全・安心キット」は、迅速で適正な救急搬
送を目的として、緊急時に備え「かかりつけの医
療機関」や「緊急連絡先」などの情報を記入して
入れておく専用の容器です。
　この容器を救急隊にわかりやすい場所・冷蔵庫
に保管しておくことで、いざというときの安全・
安心が高まります。

　市内にお住まいの65歳以上の一人
暮らしの方や高齢者のみの世帯

　９月下旬以降、担当地区の民生児童委員が配布
します（配布は、一世帯に１セットとなります）

　１）緊急情報シート（必要事項を記入）
　２）写真（裏に名前を書いてください）
　３）保険証の写し
　４）診察券の写し
　５）お薬手帳などの写し
　　　（飲んでいる薬がわかるもの）
　※２～５は用意できれば入れてください

　冷蔵庫（駆けつけ
た救急隊員が、すぐ
にキットのある場所
がわかるように統一
した保管場所です）

※配布の対象となる方以外にも、要援護者台帳に
　登録している方、家族と一緒に暮らしているが
　日中は一人になる方など、「安全・安心キット」
　を必要とする方は、下記窓口で受け取ることが
　できます。
　〈受取窓口〉市役所福祉支援課、各総合支所市
　　　　　　　民福祉課、本荘地域各地区出張所・
　　　　　　　公民館、市社会福祉協議会各支所

……………………………………………………


